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　通常のホール効果は、磁場が存在する下で電流

を印加した時に、電場・磁場の双方に垂直な方向

に電位差が生じる有名な現象です [1]。一方で異常

ホール効果は、外部磁場が存在しなくても、内部

磁化を持つ磁性体において起こりうることが知ら

れています [2]。このように、いずれの電気ホール

効果も線形応答理論の枠組みでは時間反転対称性

が破れた状態でなければ生じないと考えられてき

ました。

　そのような状況の中で近年、非磁性物質におい

て外部磁場を印加しない状態でも電気ホール効果

が現れる可能性が提案されました [3]。この理論の

最も重要な点は、非線形応答領域まで拡張してホー

ル効果（非線形ホール効果）を考慮していること

です。この非線形ホール効果の研究は、空間反転

対称性が破れた非磁性物質におけるベリー曲率を

検出できる可能性があり、ベリー曲率に起因する

輸送特性に関する新たな知見を得ることが期待で

きます。しかしながら現在までのところ、非線形

ホール効果の研究は、WTe2 薄膜試料を用いた低温

測定に限られており [4]、応用を見据えるとバルク

試料を用いて室温付近まで非線形ホール効果が現

れる物質探索が必要不可欠です。

　そこで私たちは、バルク試料で非線形ホール効

果が理論的に計算されている物質として、らせん

構造を有する非磁性半導体テルル [5] に注目し、

非線形ホール効果測定を行いました。テルルの非

線形ホール効果は、室温を含む幅広い温度領域で

観測されました。4.2 K から 140 K の温度範囲では、

温度上昇につれて非線形応答の値は減少し、さら

に温度を上昇させていくと、200 K 付近より高温

で符号が反転することが分かりました。また、4.2 

K での非線形ホール効果の符号はキラリティー（ら

せんの巻き方）を変えると反転することが分かり

ました。以上の実験結果は、第一原理計算によっ

て予想された振る舞いと合致しており、非磁性キ

ラル物質のテルルにおいてもベリー曲率双極子が

伝導特性に影響を与えていることを示しています。

バルク試料でベリー曲率双極子由来の非線形ホー

ル効果が観測された例は、本研究が初めてです。
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